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目的　シ刃卜Z、　友地おa主に未熟な菱ヤ業*< 泉棄tしX 刺用

マ赦t いろ。しかし. あま<)利用され-I いない成熟塘蚤には大1に匹敵1i ゐタンノり1" ヤ

脳質が含孝れT. お') 、本研兇て'＼まIf)成熟塘子。利用汰のひ乙つtしX ^ンド｀^シアの伝

競的大豆発酵食＆で･あ* 7ンヘ・（Tewp竃）包そヂ/U に、－テンA’の菌色)fﾚ･てジカクｌメの

ｰﾃｙ ?棟杷酪食＆の製度i試み、5 いこY の調理識り

か去　水?て､にバ除皮したシカクマメを一晩浸i<. さt てｶヽらオー＼-クレーブに乙滅菌し、

l遇閣前堵養しT; 胞C 昂Uやs　oli£OSp・回3 を俘楕債30 ｀で^.日間堵農u Fv．こうして吠

作しT^テ、ぺい

しな官能テ入り行な-> tこ･

鴉果　シカクマメ成熟種子はX a ヒ違い除皮のr< めに氷凛､が･5む嬰でヽヽあっ靫。試作し代？ソ

ペμ大I. のそれt inじ■( 表面が白い力どの勇子v覆われたケーキ状となり、シカク^メ独

特の青く？しヽぶうなにおいも13ヽtヽヽご感じられな{なりこ・これを迩ヽ^ な入々りK切・＼

調理しに場合、鎬理喊としては埓ヴ尺七のが好まA -絹味ゑ^ にII コンソメ味かヽ好まれ

μ･又ヽ粗くほぐL Tこもの左ひ? 肉I-還ぜIハ、バ-ゲH作バ■; t i ろ、ひさ肉It 対して

も%^､上加x ろ乙痛夭に食味が｀環われゐ心ヽ（がわか・扱.　これIt主に口ざ如リが悳< な否

ためでヽ面棲種荊の加旅軟化ｌ十分Is ^f なういK にょり改.4 ぐ'へゐと罵われl^・

A 55 　々イフ［リぬ0勲によね^がi.ぽ・ヽ１ｲﾋ

0希ふ釦先々矩大．肥後まチ　　失玄^人張抜野D 超

　目的　々イクロ波ヵ哨湊**μ前知季ヵヽ･烏く冷ふ*ヽ'$ぴれやす' ヽのT."り冷，i業μ)に≫ia

勁ちを近ゑさ-t i 郎如･幻用亡乱iこいリタい‥似溥%J－I- ンダi. ?)‥z調J£や再ぷ庶

■ f̂t 9 場合I-- は・4:Å1蕩一寸いざめと/ りぴ粂i ふ-tく'咳茲l と3こヒカリタ‥か･，水^贈

ふ生-4低1こさ^L係心胆・糾･庶ふt つくi .1ヒぞ可能ヒ忍･われい々ずクり

如耽紅'^ 変化６つ丿乙けi 乙゛r-舷嗜ト託のZ"に本観^ヽH フK/oﾆi握う靭免.^t を加も>加加ノt:

S の§偵t 伍か/ヽ蛍につ‥7.考瓦た．

　方法　吟味オ-フつレン->■･X."い才一7"ン・･々い^J-レン-y<r, みめ推乾き今匁( -z.･ぐンノ

ケーキノクッ考－1作戌し，如･と桓まll今に係jdしｔカヒl｀ヒM葡・脈ま色調ヤa ヒとづら

t滴' A・／/一ターyrAづμ-iff]'ヽｚ水ぷ罵徨を廓匁l も・凌･･Z ->准/,’ンt卯アルフ" S ノ

膨七生地%原料とし･^ t-i-レンツ･ k ヽβ瓜れjt彙客k -c･それぞ･ね加利軍以東i < リ廼.レ角加勲

活によっX.ネ.4 ルii.の陪1- 傾向f--'±い*v･あi かt"うか･調ぺヽA..

　結集①砲ふレン>" 乙加勲惘理された准＆ば才－ブヽシ調£ れた痩＆よ･)冷水凄と水蚕

丿如わ低下fb＼･･笛千ﾀﾀく，it じの恥菰*>ヽ逢れl傾向ヵ･･･みi れ左・の此政局冷水考の嘱い氷

/分噸φ-L"r} , 冷永々i ^ 3 えべ比延々3 り々イク．瑞加勲ヒ'(t勲加勲との水ぷ話碓の^

は少ヵヽつた．③加似乾fい<リ遠目琳如冷米幸ヵヽ゛O如付£まt-低下t さと> 々イクロ

>勧o和,・ヽ必がヽ/t永々・ヽχに水奏:4性のイ氏下ヵヽ･大きい傾向お諮めi乱た・R 雌軸f- 加勲吋

向i i:つZ マイクロ瀧加勲と孫私加勲との水^ =i遅の低下ま衆t 比耗す５と, ？イクo謙

加勲,ヵ力が゛莱むく恚いこk か哺かっit ・


